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色素増感太陽電池について
● 光エネルギーを電気エネルギーに変換する太

陽電池の一つ
● 発電時に有害物質発生しないため環境への負

担が小さい
● 次世代の太陽電池として注目されている。

目的
● 葉っぱから電気を生み出し発電すること

で、SDGｓの目標７「環境に優しいクリー
ンな再生可能エネルギーを増やす」に近づ
き達成するため。

● 電力供給が止まってしまう災害時の状況下
でも容易に発電できるようにするため。

　

実験1（濃度と起電力の関係）

方法：色素をクロロフィルとして濃度を変え　　　て
起電力を測る。

仮説：濃度が高いほど起電力は高くなる。

結果：　　　　　　　　　　　　

・濃度と起電力の間には相関関係は見られな　
い

・時間が経つと電圧の値が下がった

考察：クロロフィルの濃度が高いほど起電力　　　

が小さい→電解液不足になったため

　　　安定した電圧の値を維持できない

　　　→内部抵抗が発生したため

今後の展望
● クロロフィルの濃度と電解液、炭素におい

てそれぞれどのくらいの滴数、どのくらい
の量が一番起電力が大きいか調べる。

● 他の条件での起電力の関係を調べる
● 色素増感太陽電池を利用した実用化の方法

を考える。
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実験２（電解液と起電力の関係）
方法：

仮説：実験１の結果より電解液と起電力には関係
がある。
結果：

先輩方の研究結果

　葉緑素を増感剤として用いた色素増感太陽電

池に光を当てると電気を生み出すことができる。

実験3（炭素と起電力の関係）
方法：炭素ありとなしのときの起電力を測る。

仮説：実験2の結果より炭素の量は起電力との関

係がある。

結果：　
　

炭素ありのなしのときより、炭素ありのときの方が
起電力が大きくなった。

考察：炭素の量は起電力に関係がある。

班番号：D4分野

電解液を４滴と8滴として色素増感太陽電
池を作成し起電力を測る。

炭素あり 炭素なし

1.9V 0.9V

電解液　４滴 電解液　８滴

1.9V 1.7V

電解液　１滴 電解液　８滴

0.54V 1.7V
起電力が大きく変化した。

考察：起電力は起電力に関係がある。

あまり変化が見られなかったので電解液を１滴と８
滴に変えて実験を行う。


